








この送信タイミングを
スロット または TS
と呼びます。

DMRは１スロットが
30ms（ミリ秒）



















トートバッグにＤＭＲデジピータを忍ばせて、会場内を徘徊

他局がデジピータのサービスエリア内か分かりやすいよう、

５分おきにコールサイン入りの音声ビーコンを送信

１局からデジピータのアクセスに成功



「周波数資源の有効活用」が実験の目的

デジピータ実験の特性上周波数を固定して運用することが想
定されますが、周波数は譲り合いの精神で。

DMRは元々業務無線での使用を想定していることから、混信
を回避する機能があります。（例：カラーコード・グループＩＤ）

機能を上手に利用して相互に調整をしましょう。






